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乏 い え よ う。農林水産雀 に お い て は，現在 フ ィ ル ダ ム 設計

基準の 改訂作業が進行中で あ り，土質定数につ い て も議論

が なされ て い るが，静的，動的問題 の い ず れ も今後の 研究

に 待 た ね 躍な ら な い 問題 が多い D こ こ で は，筆者 の 私 見 に

よ り現段階に おい て ， 実用上 ほ ぼ満足 し得る と考え られ る

土質定数 の 求 め方に つ い て誕述 した もの で あ る 。 読者諸賢

の ご 意見を頂けれ ば幸 い で す 。 な お ， 筆 をお くに 当た り，

農業土木試験場造構第
一

研究室長仲野良紀氏 ， 岡研究員閏

中忠次氏 よ り貴重な 助言 を頂 い た の で ， こ こ に 謝意 を表 し

ます 。
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　昭和39年 よ り 「最薪土 木施 工 法 講座 」 （全 26巻 ） と して

蔚評を得て きた本書が ， 照称 5  年代に ふ さ わ し く新た な

構想 で 生 ま れ変っ た第 1巻 で あ る 。 こ こ 十数年の 間に ， 技

衛 は よ り闘細化 し ， 具体化 した もの が 多い
。 そ の 証 と し て

設計暴準類の 大幅 な改訂が こ の 間 に な され ， 昭和40年代 の

実績 と成果が反映 され，技術 は 再整備 され つ つ ある。

　 こ の よ うな背景を意識 し て 土木技術を よ り合理 的に 活用

しゃす くし ， 実務 レ ベ ル で の 難問を軽減 ・解消す る意図 で

本書 は と りま とめ られ て い る。主 な 内容 は次の とお りで あ

る 。

　 1章　総説 （土 ヱ と土質， 土工 の あゆみ）， 2章 土 工

の 調査 （工 事 に関す る 調査 ， 士質調査 の 手順 ， 調査法 ， 土

質試験 ， 土 ・岩 の 分類）， 3 章　土工 の 設計 （設計 の 基本

と理念，切土 ・掘削，盛土）， 4 章　施工 法お よび 作業能

九 5章 施工計画 お よ び積簣， 6 章 仮設 工事， 7章

準備お よび跡片付け ， 8 章　軟弱地盤 とそ の 処理 ， 9 章

の り面保護 ， 10章 擁壁 ， 11章　仮締切 ， 12章　カル バ ー・

ト， 13章　携水 工 法 ひ 14章　工 事 の 管理 ， 15章　検査

　近年 に 大改訂 され た道賂土 工 指針 （日本道路協会），な

どの 主旨を踏まえた 基礎的な内容で あ り，最新 の 土工 に係

る事項が簡潔 に 記述 され て い る。例えば，目本統
一一

土質分

類，ベ ル ト u ン ベ ヤーを窓体 と し た 土工 ，環境対 策 （法規

制，土木機械の 騒省 ・振動の 実態と対策），工事前の 調 査

（埋 蔵文化財，環境調査）， 安全施設 ， 安全管理
一一な ど

に も ふれ て い る 。

　土工 の 全般を学ぶ ため に良 い 書物 で あ り， とりわ け機械

土工 の 基礎的な内容が具体的 に 記述 され て い る 。 道路 ・宅

地造成 な どの 土工 現場 に従事す る 方 だ け で な く設計 に 携わ

る技衛者 ， 若 い 方 に も参灣 とな る書 で あろ う。 　　 （島）
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